




要約:平成元年 1 月～平成 4 年 2 月出生の新生児スクリーニングで発見された CAH(先天性

副腎皮質過形成)10 例を対象として費用分析を行なった。対象の男女比は 4:1 で、病型の

比は単純男性化型:塩喪失型=1:4 であった。初診時症状では体重増加不良、皮膚色素沈着

が 7 例に認められ一番多かった。ショック状態の児は認められなかった。初診日齢は 8～

100 日で平均 28.1 日、平均入院日数は 25.4 日であった。これら 8 例の病院における保険

請求点数を調査した結果、初診時入院費用の平均は 572,350 円、女児の外性器形成術の平

均費用は 658,490 円となった。また、外来通院に必要な経費は年間平均 153,390 円となっ

た。したがって、生涯治療費用はおよそ 1,300万円となった。また新生児スクリーニング

の費用は 1人約 700万円であった。患児 1人の死亡による損失利益は約 5,000 万円、本症

の死亡率が約 43%であることから、患者 1人につき 150 万円の経済効果が認められた。


